
　
東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
１
月
９
日
、
新
宿
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
で

19年
賀
詞
交

歓
会
を
開
催
し
た
。

　
山
口
巖
会
長
は
「
今
年
の

最
大
の
目
標
は
、
中
小
建
設

業
の
働
き
方
改
革
と
生
産
性

向
上
を
一
歩
で
も
前
進
さ
せ

る
こ
と
に
あ
る
。
都
中
建
で

も
特
別
委
員
会
を
発
足
さ
せ

た
。
こ
れ
か
ら
が
が
具
体
的

な
議
論
と
な
る
」
と
し
た
。

　
さ
ら
に
「
東
京
都
の
入
札

契
約
制
度
は
、
昨
年
５
月
に

東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

な
ど
東
京
都
建
設
業
者
届
出

　
昨
年

11月

16日
に
中
央
区

の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
銀
座
で

開
か
れ
た
全
国
中
小
建
設
業

協
会
の
若
手
経
営
者
部
会

（
大
野
正
勝
部
会
長
）の
部
会

長
・
副
部
会
長
会
議
で

19～

20年
度
の
次
期
部
会
長
と
し

て
都
中
建
の
河
津
修
平
理
事

（
東
京
都
若
手
経
営
者
の
会

相
談
役
）

＝
写

真
㊨

＝
が
選

出
さ
れ
、
６
月
に
予
定
さ
れ

る

19年
度
の
全
中
建
総
会
を

経
て
正
式
に
就
任
す
る
運
び
。

　
都
中
建
の
新
年
会
で
同
新

部
会
長
内
定
が
紹
介
さ
れ
た

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
も
心
新
た
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
年
は
更
に
時
代
の
変

化
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
五
月
、
平
成
か
ら

次
の
時
代
に
移
行
す
る
改
元

で
あ
り
ま
す
。

　
「
平
成
の
時
代
」
を
建
設
業

の
立
場
で
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、四
年
頃
ま
で
は
業
績
上

昇
の
波
に
乗
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
投
資
額
、
就

業
者
数
、
業
者
数
も
減
少
の

一
途
で
あ
り
ま
し
た
。い
わ
ゆ

る
「
建
設
業
冬
の
時
代
」
が
続

き
ま
し
た
。
多
く
の
仲
間
が

こ
の
業
界
か
ら
去
っ
て
行
き

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
よ
う

や
く
回
復
の
き
ざ
し
が
み
え

て
お
り
ま
す
が
、
産
業
別
の

就
業
者
時
間
当
た
り
の
付
加

価
値
労
働
生
産
性
で
み
ま
す

と
、
全
産
業
で
は
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
建
設
産
業

は
二
十
年
前
と
比
較
し
横
ば

い
で
あ
り
ま
す
。
何
と
し
て

も
建
設
業
の
生
産
性
向
上
を

図
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
最
大
の
目
標
は
、

中
小
建
設
業
の
働
き
方
改
革

と
生
産
性
の
向
上
を
一
歩
で

も
二
歩
で
も
前
進
さ
せ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
国
交
省
で

は
既
に
平
成
二
十
八
年
か
ら

施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

更
な
る
「
深
化
」
を
め
ざ
し

て
お
り
ま
す
が
、
中
小
建
設

業
は
大
変
苦
労
を
し
な
が

ら
、
ほ
と
ん
ど
前
進
が
み
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
都
中
建
と
し
て
も
特
別
委

員
会
を
発
足
さ
せ
議
論
を
始

め
て
お
り
ま
す
が
、
困
難
な

道
で
あ
り
ま
す
。「
地
道
に
一

つ
一
つ
積
み
上
げ
な
が
ら
皆

が
つ
い
て
い
け
る
範
囲
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
よ
う
」
と
申
し

合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
が
具
体

的
な
議
論
で
す
。

　
暮
れ
の
臨
時
国
会
で
は
、

入
管
法
改
正
案
を
め
ぐ
り
議

論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
新

し
い
制
度
だ
け
で
な
く
技
能

実
習
生
制
度
や
留
学
生
制
度

に
及
ぶ
様
々
な
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
法
案

は
成
立
し
ま
し
た
が
、
内
容

は
こ
れ
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら

議
論
を
総
合
的
に
再
検
討

し
、
よ
り
よ
い
新
制
度
が
作

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
の
ぞ

ま
れ
ま
す
。

　
東
京
都
の
入
札
契
約
制
度

も
各
方
面
か
ら
の
議
論
を
交

え
、昨
年
五
月
本
格
的
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
半
年

の
経
過
を
見
ま
す
と
、い
ろ
い

ろ
な
反
省
点
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。本
年
二
月
、
財
務

局
と
の
意
見
交
換
会
で
は
こ

の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
議
論
を
重
ね
、
よ
り
よ

き
制
度
を
め
ざ
し
て
前
進
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
、
平
準
化
問
題
や

作
成
書
類
の
削
減
等
々
の
問

題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、こ
れ
ら
の
諸
問
題

が
一
歩
で
も
前
進
す
る
年
に

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

改
め
て
、会
員
各
位
の
覚
悟
と

ご
協
力
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸

多
き
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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七
海
公
治
氏
に

都
知
事
感
謝
状

19年
賀

詞
交

歓
会

を
開

催

働
き
方
改
革

前
進
目
標
に

す
。
名
称
が
「
江
戸
」
か
ら

改
め
ら
れ
て
以
来
、明
治
・

大
正
・
昭
和
・
平
成
の
各
時

代
を
歩
ん
で
き
た「
東
京
」。

そ
の
１
５
０
年
の
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
都

民
の
皆
様
の
輝
け
る
未
来

の
た
め
、
さ
ら
に
は
、
全
国

各
地
と
の
共
存
共
栄
や
日

本
全
体
の
発
展
の
た
め
、

引
き
続
き
全
力
を
尽
く
す

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
た
な
時
代

に
向
け
て
、
東
京
を
さ
ら

に
進
化
さ
せ
て
い
く
条
例

が
数
多
く
成
立
い
た
し
ま

し
た
。
都
民
の
皆
様
の
健

康
を
第
一
に
考
え
た
「
受

動
喫
煙
防
止
条
例
」
を
は

じ
め
、
共
生
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
「
障
害
者
へ

の
理
解
促
進
及
び
差
別
解

消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
、
人
権
尊
重
の
理
念
を

広
め
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権

尊
重
の
理
念
の
実
現
を
目

指
す
条
例
」
、
そ
し
て
、

中
小
企
業
振
興
の
基
本
理

念
を
定
め
る
「
中
小
企
業

・
小
規
模
企
業
振
興
条

例
」
な
ど
で
す
。
今
後
と

も
、
東
京
で
暮
ら
し
、
働

く
「
人
」
が
い
き
い
き
と

輝
く
た
め
の
施
策
を
幅
広

く
展
開
す
る
こ
と
で
、
都

民
の
皆
様
と
共
に
、
東
京

の
明
る
い
未
来
を
切
り
拓

い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
９
月
に
は
い
よ

い
よ
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
Ｔ
Ｍ

の
開
催
を
迎
え
ま
す
。
東

京
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

る
日
本
対
ロ
シ
ア
の
開
幕

す
。
ア
ス
リ
ー
ト
と
並
ぶ

大
会
の
主
役
で
あ
り
、
開

催
都
市
・
東
京
の
顔
で
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
、

多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
会
の
成
功

は
も
と
よ
り
、
大
会
準
備

を
通
じ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
進
展
や
、
働
き
方
改

革
の
推
進
な
ど
、
東
京
を
、

持
続
的
な
成
長
と
さ
ら
な

る
成
熟
へ
と
導
く
レ
ガ
シ

ー
の
構
築
に
向
け
、
一
日

一
日
を
大
切
に
積
み
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、皆
様
に
と

っ
て
幸
多
き
輝
か
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

戦
か
ら
、
約
１
か
月
半
に

わ
た
り
、
全
国

12の
都
市

で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
前
回
の
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
大
会
に
お
け
る
、
日
本

代
表
の
活
躍
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

れ
を
超
え
る
躍
進
を
期
待

し
て
、
東
京
の「
ラ
グ
ビ
ー

熱
」
を
大
い
に
高
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
来
年
と

迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

競
技
会
場
の
整
備
や
大
会

気
運
の
醸
成
な
ど
、
準
備

は
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
５
月
の
改
元

を
控
え
、
我
が
国
に
と
っ

て
新
た
な
時
代
が
幕
を
開

け
る
節
目
の
年
と
な
り
ま

持
続

的
な

成
長

と
さ
ら

な
る

成
熟

東
京

都
知

事

ご挨拶 働働
きき
方方
改改
革革
とと
生生
産産
性性
向向
上上

よ
り

よ
き

入
札

契
約

制
度

に
一
般

社
団

法
人

東
京
都

中
小

建
設
業

協
会

山
口

巖
会

長

建
設
マ
ス
タ
ー

に
児
玉
孝
氏

　
昨
年

10月
５
日
に
東
京
メ

ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
平
成

30年
度
優
秀
施
工
者

国
土
交
通
大
臣
顕
彰
式
典
に

お
い
て
、
東
京
都
中
小
建
設

業
協
会
か
ら
は
北
辰
建
設
の

児
玉
孝
氏
が
建
設
現
場
で
工

事
施
工
に
直
接
従
事
し
、
優

秀
な
技
能
・
技
術
を
有
す
る

建
設
技
能
者
と
し
て
顕
彰
す

る
「
建
設
マ
ス
タ
ー
」
を
受
賞

し
た
。

　
ま
た
、
新
年
会
の
席
上
、
都

中
建
協
同
組
合
の
佐
久
間
一

三
理
事
長
が
４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
「
外
国
人
労
働

者
」
制
度
の
仕
組
み
を
報
告

し
、
建
設
業
に
お
い
て
そ
の

受
入
れ
体
制
等
が
整
う
に
は

半
年
程
度
は
か
か
る
と
の
見

通
し
を
示
し
た
う
え
で
、

「
ま
ず
は
従
来
か
ら
の
外
国

人
技
能
実
習
生
受
入
れ
の
監

理
団
体
と
し
て
、
実
習
生
事

業
の
強
化
と
利
便
性
の
向

上
、
周
知
に
努
め
る
」
考
え

を
示
し
た
。

「
実

習
生

」
事

業
を

強
化

全
中

建
若

手
部

会
長

に
河

津
理

事

本
格
的
実
施
に
な
っ
た
そ
の

後
半
年
の
経
過
を
見
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
反
省
点
も
あ
ろ

う
か
と
思
う
。
さ
ら
に
議
論

を
重
ね
、
よ
り
良
い
制
度
を

目
指
し
て
前
進
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

ほ
か
に
も
平
準
化
問
題
や
作

成
書
類
の
削
減
な
ど
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は

諸
問
題
が
一
歩
で
も
前
進
す

る
年
に
し
た
い
。
会
員
各
位

の
覚
悟
と
ご
協
力
を
切
望
す

る
」
と
寄
せ
た
。

河
津
理
事
は
「
東
京
は
日
本

の
エ
ン
ジ
ン
。
皆
様
方
と
一

緒
に
先
頭
に
立
っ
て
、
働
き

方
改
革
な
ど
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

（
写
真
㊧
は
岩
浪
岳
史
若
手

経
営
者
の
会
会
長
）

25団
体
の
主
催
で
昨
年

10月

18日
に
新
宿
区
の
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で

開
か
れ
た
第

68回
東
京
都
建

設
業
者
大
会
に
お
い
て
、
七

海
建
設
の
七
海
公
治
社
長

＝
写

真
㊨

＝
が
優
良
建
設
業

者
表
彰
を
受
け
、
都
知
事
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
授
賞
式
の
あ
と
開
か
れ
た

祝
賀
会
で
は
、
山
口
巖
都
中

建
会
長

＝
写

真
㊧

＝
も
駆
け

付
け
る
中
、
中
川
雅
治
参
院

議
員
、
高
島
直
樹
自
民
党
東

京
都
支
部
連
合
会
幹
事
長
、

増
子
博
樹
都
議
会
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
会
幹
事
長
、
東
村

邦
浩
同
公
明
党
幹
事
長
、
吉

原
修
同
自
民
党
幹
事
長
ら
の

祝
辞
が
寄
せ
ら
け
れ
、
受
賞

の
栄
誉
を
祝
っ
た
。

フォローアップ研修、

婚活パーティなど開催

（４面）

（２～３面）

＝特別インタビュー＝

佐々木振興基金理事長に聞く

シリーズ・中小の進路を開く


